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日文化賞（2010年），アメリカ化学会Arthur C. Cope 

























賞　　名 氏　　名 所　　属　　等 題　　　名
グランプリ 江種里榮子 工学研究科職員 「春風」
優 秀 賞 小林　　徹 経済学部２回生 「雪降るプロムナード」
優 秀 賞 蔡　　淞宇 工学研究科修士２回生 「あかつき」




















































































































































































































































































































※iTunes は，米国 Apple Inc.の商標又は登録商標。  （情報環境機構）
京都大学の講義をApple「iTunes U」にて無料配信
京大iTunes U　トップページ
京大iTunes U　再生動画の例
京大iTunes U　最終講義映像のリスト
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11月12日（土），平成23年度社寺見学会『秋の近江
八幡と安土城跡を訪ねて』が行われ，99名が参加し
た。行程順に浄厳院（安土町），安土城跡（同町）およ
び近江八幡「町並みと水郷」（近江八幡市）を巡り，そ
れぞれ専門分野の講師の解説に参加者は興味深く耳
を傾け，晴天にも恵まれてとても有意義な一日を過
ごした。
織田信長が再興建立し安土宗論が行われた浄厳院
では，参加者一同は本堂を拝観し過ぎ去りし往時を
偲んだ。安土城跡では，天下統一の野望を果たせず
歴史に散った信長の夢の跡を散策した。また，近江
八幡の町並みでは文化的景観を堪能し，水郷巡りで
は船にゆられて，西の湖の広大なヨシ原と湖畔の眺
望を満喫した。
当日解説いただいた講師は次のとおり。
（歴史）西山良平　人間・環境学研究科教授
（建築）山岸常人　工学研究科准教授
（造園）森本幸裕　地球環境学堂教授
（美術）根立研介　文学研究科教授
 （総務部）
社寺見学会を実施
訃報
このたび，杉
すぎむら
村敏
とし
正
まさ
名誉教授，上
うえ
野
の
季
すえ
夫
お
名誉教授，椹
さわら
木
ぎ
義
よしかず
一名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼
の意を表します。以下に各名誉教授の略歴，業績等を紹介します。
杉村敏正先生は，９月13日
逝去された。享年92。
先生は，昭和16年12月京都
帝国大学法学部を卒業され，
同年同月京都帝国大学法学
部助手に採用され，同17年２
月兵役につかれたが，同20年９月同助手に復帰され，
同22年11月京都大学法学部助教授に昇任，同29年３
月教授に就任され，行政法講座を担当された。昭和
53年３月に退職され，京都大学名誉教授の称号を受
けられた。この間，昭和41年３月から同43年３月ま
で京都大学評議員として，同47年10月から同49年10
月まで法学部長として，学内行政に尽力された。
本学退職後は，昭和54年から平成元年まで龍谷大
学法学部教授を務められ，同元年から同８年まで宮
崎産業経営大学法学部教授として同学部の創設，研
究教育体制の整備充実に多大の貢献をされた。また，
日本公法学会理事などのほか４期にわたり日本学術
会議会員を務められ広く学界の発展に寄与されると
ともに，京都府収用委員会会長などのほか京都自治
問題研究所所長を務められ，社会的にも貢献された。
先生は，わが国の行政法学界の第一人者として，
法の支配の原理を中心に広い研究領域で多数の研究
業績をあげられ，これらは「全訂行政法講義総論（上
巻）」などの体系書や「法の支配と行政法」などの論文
集に結実している。先生の学風は，日本国憲法の諸
価値に基礎をおく新たな行政法理論の構築をめざし，
基本的人権の擁護・発展の立場に立ちつつ，実証的
な考察と透徹した論理に裏付けられた明晰な理論を
探求するものであり，学界に広く影響を及ぼすとと
もに，その学風を慕う著名な研究者を多数育成され，
この面でも学界の発展に大きな貢献をされた。
 （大学院法学研究科）
杉村　敏正　名誉教授
安土城跡伝秀吉邸跡にて解説の様子
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上野季夫先生は，10月19
日逝去された。享年100。
先生は，昭和12年3月京都
帝国大学理学部を卒業され，
同大学院に入学，兵役の後，
同21年２月理学部研究嘱託，
同23年８月理学部講師，同25年２月助教授，同32年
11月京都大学理学博士の学位を取得された。昭和34
年10月京都大学理学部教授に就任，宇宙物理学科宇
宙物理学第一講座を担任され，同45年12月に停年を
またずに退職された。その後，昭和46年１月から同
48年８月まで米国南カリフォルニア大学文理学部客
員教授・同大学電気工学部教授を併任された。昭和
48年10月から同62年３月まで金沢工業大学教授を務
められ，また，同49年７月京都大学名誉教授の称号
を授与された。
先生の在職された戦後直後から昭和45年頃まで
は，核融合反応に基づく恒星の構造・進化の計算や
観測に直結する恒星大気の構造研究など，恒星物理
学の研究が盛んであった。この中で，先生は恒星・
惑星大気を支配する放射伝達の方程式の解を研究さ
れ，この方面で世界的権威の一人として数々の成果
を挙げられた。在任後半から南カリフォルニア大学
時代には，放射伝達方程式の２点境界値問題を初期
値問題に変換する不変埋蔵法の発展に取り組まれた。
金沢工業大学時代にはこれらの研究を活かされて，
人工衛星写真における地球大気によるにじみを補正
する，いわゆるリモートセンシングのグループを立
ち上げ，地球環境問題に取り組まれた。また，天文・
地球・工学研究分野で多くの優秀な人材を育てられ，
大きな貢献をされた。
 （大学院理学研究科）
上野　季夫　名誉教授
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
椹木義一先生は，10月22
日逝去された。享年94。
先生は，昭和14年３月京都
帝国大学工学部機械工学科
を卒業され，同年４月旅順工
科大学講師，兵役の後，同16
年６月名古屋帝国大学理工学部助教授に任ぜられ，
同22年１月京都帝国大学工学部助教授を経て，同24
年１月京都大学工学博士の学位を取得，同25年10月
京都大学工学部教授に昇任し，応用物理学科応用物
理学第３講座を担任された。昭和34年４月数理工学
科創設により数理工学第２講座（昭和35年制御理論
講座に改称）を担任し，多数の優れた人材を育成さ
れた。また，昭和55年３月に京都大学を退職され京
都大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和
41年４月から同47年３月まで京都大学工学研究所長
として，原子炉事故解析研究部門の新設など同研究
所の発展・充実に努めるとともに，京都大学評議員
として大学の行政にも貢献された。
本学退職後は，昭和55年４月から同62年３月まで
京都産業大学教授（昭和58年４月から同62年３月ま
で同大学理学部長）として後進の育成に貢献された。
昭和55年４月には（社）システム総合研究所を，平成
16年４月にはNPOしなやかシステム工学研究所を
設立され，ともに理事長として産業界と学界との連
携に努力された。
先生は，非線形強制振動，レオロジー，古典制御
理論，非線形制御系の統計学的研究，現代制御理論，
システム科学という広範な分野で独創的かつ先駆的
な成果を挙げられ，特に昭和34年の京都大学工学部
数理工学科の創設に多大な尽力をされた。昭和44年
からは日本学術会議会員として，国際自動制御連盟
IFAC世界会議の日本誘致に尽力され，同53年同連
盟会長に就任し，同56年にはIFAC京都会議を主催
され，わが国のシステム制御分野の国際化に大きな
貢献をされた。
また，日本自動制御協会，（社）計測自動制御学会，
（社）日本国際学生技術研修協会などにおいて，会長，
理事長等の要職を歴任された。これら一連の教育研
究活動，学界活動により，昭和55年４月紫綬褒章，
同63年４月勲二等瑞宝章を受けられた。
 （大学院工学研究科）
椹木　義一　名誉教授
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